
q

No.23
正面壁画「友情」より 正面壁画「友情」より 

所長　鷲見　聡

夏が終わって夏が終わって

　子どもたちの夏休みといえば、昔はカブトムシや

クワガタ捕り、水遊び、海水浴などが中心で、夏の

自然を満喫することが多く、日焼けした顔は元気な

子どもの象徴でした。あいにく今年の夏は記録的な

猛暑でした。各地で、35度以上の猛暑日や熱帯夜の

日数の新記録となり、熱中症で倒れた人、救急車の

出動回数も例年以上でした。これ程暑くなると、ど

うしても室内で過ごすことが多くなります。ようや

く夏が終わり、心地よい季節の到来です。外でスポー

ツをしたり、野山にいったりして、秋を楽しみたい

ものです。

平成22年度西部地域療育センター連続講座（平成22年7月2日）

— 子育て・子育ちと親の心 —
名古屋市児童福祉センター所長　金　山　　　学（小児科医）

はじめに
　日頃感じていることですが — 障害のある子どもも
そうですけれども、障害のない子どもにおいても — 
やはり近年子どもを育てていくということはかつての
時代に比べると何かが変わってきている。扱いの難し
い子どもが増えてきている。そのなかには発達障害の
子もいるけれどもそうではない子どももいる。また、
親の側の気持ちも変化してきている。これは一つには
時代背景の変遷ともやはり重ね合わせて考えていかな
ければならない部分もあります。
　子どもの行動から社会背景、さらには親の気持ちと
いう様々な角度から、私がいろいろなところからデー
タを集め、私自身が感じたこと、整理したことをお話
ししていきたいと思います。

１）子育てに関する事柄の近年の動向から
　まず、親の気持ちはどうなのだろう、ということで
すが、内閣府の平成14年と20年の調査でどういう変
化があるのか、というのが下の表です（図１）。
　図１
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　「子育ては楽しい」と感じている人は、平成14年よ
り20年のほうが少し増えている。「楽しい＝辛い」は
少し減っている。「辛いほうが多い」という人はそん
なにいないのはよかったかなと思います。
　平成20年の調査では、子育ての楽しさについては、

「子どもの成長に立ち会える」が70％近く、「家族の絆
が深まる」、「子育てを通じて自分が成長できる」と続
き、それなりにきちっと考えているお母さんが多いと
言えます。
　子育ての辛さについては、14年の調査から「教育に
お金がかかる」という家計的に辛いと回答するのは男
性が多く、女性は「体力や根気がいる」、「自分の時間
がなくなる」が多くなっています。
　この辺は、子育てに直接関わるのはお母さんが多い、
ということを示していると言えると思います。さらに
は「思ったように働けない」、「子育ての大変さを分かっ
てもらえない」という回答が多くなっています。
　次に、子育て支援情報誌から、子育て支援センター
を利用する母親たちの今日的特徴をふたつあげたのが
下の表です（表１・表２）。
　表１

　表２

　情報が氾濫していて、知ってしまうと、あれが足り
ない、これがしたいと、考えれば考えるほど育児不安

になるという社会情勢にあり、お母さんたちはみんな
一生懸命なのです。
　社会構造の変容としては次のようなことがあげられ
ます。（表３）
　表３

　このなかで、情報の過多、情報の洪水の中、情報を
上手に利用するためには知識がなければ振り回されて
しまい、増えすぎた情報は不安とマニュアル化をもた
らします。
　電子メディアの普及は、テレビ・ビデオの長時間視
聴、テレビゲームへの執着といった影響があり、同時
に対面的コミュニケーションの減少を招きます。
　ストレス社会については、右肩上がりの時代でなく
なり、大人の休息の時間が少なくなって時間に追われ
るという現実があります。また、自然とふれあって遊
べる場所が減少したことから、遊び自体の変化として、
一人遊びが多くなることによって社会的能力が育ちに
くくなっていると言えます。
　昔の子どもの遊びの例をあげてみました（表４）。
　表４

　これをみると、昔の子どもの遊びはお金をかけない
遊びであり、工夫をして遊んでいた。ごっこ遊びはみ
んなとの気持ちのつながりを育んでいたものといえま
す。このなかの遊びでいくつ残っているでしょうか。
こうした遊びを保育園や幼稚園で組み入れていただけ
ればよいのではと思います。
　次のグラフ（図２）は10年前に、ある講演の資料
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として私が作成したものですが、20～30年前から自
閉症（自閉症スペクトラム障害）の増加傾向が見ら
れ、その原因論に関して、何か単一の原因があること
が前提のようにして多くの研究者や臨床家が研究を重
ねてきました。これに対して私自身は、自閉症の増加
に単独の原因があるのではない、社会現象にかかわる
多くの要因から何か分かることがないかと考えていま
して、このグラフのような項目をいろいろな資料から
持ってきて比較してみました。実は、1980年代から、
自閉症以外のものも増えているのです。
　図２

　このなかで「こころの豊かさを求める」人の割合は、
80年代は 50％以下だったものが、90年代になると
50％を超えるようになり、「物の豊かさを求める」人は、
80年代の50％から下がってきて40％を切るようにな
りました。80年代から、「物」から「心」の豊かさを
求める転換がみられます。それに合わせて、登校拒否
も多動性障害も、自閉症も増えています。そうすると
自閉症だけが特別のものなのかということになってき
ます。また、児童虐待も1990年代からふえているよう
なことも見えてきます。
　こうした社会背景と関連した見方をしていかなけれ
ばならないと当時から考えていました。このグラフは
それを裏付けるものです。
　テレビ・ビデオの長時間視聴の影響及び電子メディ
ア漬けの影響ですが次の表のとおりです（表５・表６）。
　表５

　表６

　テレビについては小児科学会や小児神経学会が子ど
もにはあまりテレビを見せないと提言しています。私
も禁止しないまでも節度を持った見方をしないといけ
ないと考えています。
　メールについては、顔を見ないコミュニケーション
のため、人を簡単に中傷しやすい、それが見えない、
気がつかないなど、いろいろな問題を含んでいます。

２）相談受付等の動向から
　名古屋市児童福祉センターの相談種別受付件数は次
のグラフのように推移しています（図３）。
　図３

　障害相談が平成14年度から15年度に減少している
のは、支援費制度が始まり、短期入所などの相談窓口
が区役所になったためで、基本的には障害相談は増え
ています。
　障害種別新規相談の統計をみると広汎性発達障害が全
市的に増えています。言語発達遅滞も知的障害も増えて
いる。子どもが減っているのに相談は増えています。
　また、知的障害と広汎性発達障害の受診状況を見
ますと、平成６年度には知的障害152件、広汎性発達
障害86件であったのが、10年度にはそれぞれ203件、
156件となり、15年度には218件、575件と逆転してい
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ます。また広汎性発達障害のなかで高機能群が占める
割合も平成５年度が28％、10年度は37.6％、15年度に
は65.6％とどんどん増えています。また保育所児童数
に占める障害児保育数も増加傾向にあり、すべてが発
達障害ではないが、保育園でも保育の困難度の高い子
が増えてきています。
　その要因を私なりに考えてみたのが次の表です（表７）。
　表７

　今の社会的秩序はまわりの地域も含めてあまり関わ
らないほうがいい、ダメなものはダメときちっと言え
る、褒めることもすれば、ダメとも言える、という風
潮が薄れている。見て見ぬふりをする。そういうとこ
ろから我慢とか規範意識が育ちにくくなっている。そ
ういうものが何らかの関係をしているのではないかと
思います。
３）親の障害受容に関して
　図４

　これは、2007年11月26日号の「アエラ」の表紙に出
ていたものです（図４）。子どもが発達障害ではないか
と母親たちは心配するし、周りからも相談を勧められ
る。そういう親たちが相談に来るのは、診断を受けて
すっきりしたいけれども本音は発達障害でないと言っ
てほしい、もし我が子が発達障害と言われたらどうし
てよいか分からないという人が多いことが現実です。
　このようなことについてまとめたのが下の表です

（表８）。

表８

　自閉症の障害告知を望んでいるかについての調査
（湯浅幸子論文より引用）からは、96％が告知を希望
しており、希望しない人はわずか４％ですが、専門家
に望むことを問うと、「具体的な対処法」が74％で一
番で、「診断」については24％で一番少なくなってい
ます。「告知」という意味はそのままとっていいのか
複雑な思いがあります(図５)。
　図５

　また、同じ調査で障害受容のきっかけについて尋ね
ているのが次の図です。「逃れられない現実」が33％
となっています（図６）。
　図６

　次に武部隆さんの著書からの引用を、そういう受け
入れ方もあるということで紹介します（表９）。

r
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　表９

　発達障害とは？ということについて私の考えをまと
めてみました。

①発達障害とはアンバランスな発達（凸凹な発達）
のことを言うのであり、行動特性を集約した概念で
す。医学的根拠は実はあまりないと私は思っていま
す。
②従って医学的原因に基づく診断ではなく、行動お
よび状態像の診断です。
③遺伝の関与はあるとは思うのですが、これがすべて
を規定するのではなく、人との関係性の中で育つ部分
も大きい。ですからそういうものがあったとしても、
その特性を理解して、その子どもを十分に受け入れ、
その子の長所を見てきちんと対応していくことが、そ
の子を育てていくことになります。

　それでは、発達障害ブームがもたらしたものにはど
んなものがあるかを次にあげました（表10）。
　表10

　第一に発達障害への理解が進んだことです。
　第二は、行動対応の工夫と促進です。いままでは手
探りで、対人関係がうまく持てなかったり、コミュニ
ケーションが持てなかったり、かんしゃくをおこした
り、といったことに関わってきたことが、概念として
捉えられてきたことは評価すべきだと思います。
　第三にあげられるのは平成17年の発達障害者支援法
制定で、これにより発達障害者支援センターが設立さ
れ、啓発も進んだと言えます。
　以上の三点はいわばプラスの側面ですが、以下の三
点はマイナスの側面と言えます。

　すなわち、第四として、子どもの問題のほとんどを
医療ラベル化したことです。私は医療でラベル化する
ことは、医療的な根拠はないと思いますが、医療ラベ
ル化しようとしています。これは場合によっては家族
には受け入れがたいこともあります。
　第五の正常か異常かで分けてしまうこと、第六の子
育て不安の助長ですが、子どもが育つときには、いろ
いろな幅があってよいと思いますが、親は、正常かど
うか、発達障害と診断されるのかどうか、そればかり
を気にするようになってしまいます。
　以上が、発達障害ブームの功罪ではないかと思います。
４）今の子どもたちの動向と居場所
　「今の子どもたち」の特性を次の表にあげてみまし
た（表11）。
　人間関係を築くことが苦手になっている、家族や地
域の絆が弱くなっている中で、安心できる居場所も少
なくなってきているということで安心感や安定した情
緒が育てにくくなっているのではないのでしょうか。
　表11

　次に不登校の推移を見てみると、平成13年、14年
で減少しています。ただしこの数字には、学校には来
ているが保健室登校の子どもが入っていないので注意
する必要があります（図７）。
　図７

　また刑法犯少年人口比、検挙人員とも平成15年から
減少傾向にあります。また、殺人、強盗などの凶悪犯
少年の検挙人員、及び暴行、傷害などの粗暴犯少年の
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検挙人員も減少しています。
　しかし、深夜はいかい、喫煙の不良行為少年の補導
人員は増加傾向にあります。少子化で修正すると、もっ
と増えている傾向にあるのではないかと思います。深
夜はいかいは家に居場所がないことを想像させます。
　平成10年を100とした非行少年等の検挙・補導人員
の推移を次のグラフでみてみますと、刑法犯をはじめ
ほとんどが減少傾向にあるのに対し、特別法犯（刑法
犯以外の犯罪、主に交通法規の違反、軽犯罪）の少年、
不良行為少年が増加しています（図８）。
　図８

　さらに、刑法犯の補導数の統計を学職別にみてみる
と、小学生以下が増えており、低年齢化が進んでいる
傾向がみられます。また、男女別で見てみると、不良
行為少年の女子の補導数が増えているのが気になると
ころです。
　「小中高生暴力行為最多」という2008年11月21日の
新聞記事のなかに、
「愛情を注がれずに育った自己肯定感のない子が
突然切れている。最近は集団と折り合いをつけな
い子が増えている。かつての校内暴力は思春期の
中学生が、がんじがらめにする大人や社会に反抗
していた。しかし今は違う。原因は集団と折り合
いをつける力が育っていない子の増加による」

との記述があります。
　それでは、先ほどから述べている居場所とは何か、
現代の子どもにとっての居場所について次のようにま
とめてました（表12）。
　表12

　子どもが成長するときには、絶対的安心感、安全感
というものが必要なのです。それが揺るぎだしている
のが今の時代なのではないでしょうか。それがないと
何かに興味を持つとか、行動するという意欲が出てこ
ない。
　また、自分が何かを訴えればそれに対して応答があ
ることが存在を感じることであり家族の中で役割のあ
ることも居場所を感じることであります。
　そして、家族とは何か。家族とはひとりではない。
自分の存在が当然としてある。家族とは特別なもので
はなく、空気のような存在であるといえます。
　虐待を受けた子どもへの影響として次のようなこと
が指摘できます（表13）。
　表13

５）子どもが育つということを考える
　一番大切なことは、期待感すなわち基本的信頼感で
す。これがなければ子どもは育たないと言えます。母
と子の間の応答性が育って初めて母子分離が可能とな
ります。母子分離とは強引に引き離すことではなくて
関係性をつけて離れていくことです。
　次に「おかあさんになるってどんなこと」という詩

（内田麟太郎）をあげてみましょう（表14）。
　表14

　子どもの心を育てるのは家にいつもおかあさんが
待っているという絶対的安心感があって、その上に自
尊感情が育つのであり、これなくして自尊感情は育た
ないと言えます。
　対人関係、社会性を育てるには、双方向の関わりが
でき、人を思いやる心が育ち、その上で、社会ルール

y
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の習得が可能になる。いきなり社会ルールを習得する
ことはできないのです。
　母性と父性の関係についての図を次にあげました

（図９）。
　図９

　母性が先にあって父性を重ねることが重要で、母性
だけでは規範やルールなどの社会性は育ちにくい。母
親だけでも母性・父性はあるし、父親だけでも母性・
父性はあります。
　「子育てを通して親も育つ」ということについて、
中京大学の鯨岡先生の講演から考えてみます（表15・
表16）。
　この中で中心的なことは、子どもの心は人との関係
を通して育つものであり、大事なことは、自己の存在
を認められ大切にされることによって自身の肯定感が
育まれ、他者への信頼感も生まれていくということで
あります。
　表15

　表16

　終盤にあたり、少しまとめさせていただきます。
　今の時代背景の一つでもある、自分勝手にできるよ
うになった親たちについて考えてみたいと思います。
　かつての「母親とはこうあるべきである」「子ども
に対して母は我慢しなければならない」ということか
ら自由になった。自由になった分自分で考えねばなら
ない、という逆説的な困惑を持たざるを得なくなって
います。
　地域社会における支援体制として、一つは、子育ち、
子育ての支援体制の充実が必要になっています。もう
一つは、非自然から自然への回帰が大事になってきて
いるということです。
　私は、子どもの心を育てるのは技術ではない、子ど
もの心を育てるのは、人であり、その子どもの人間性
をきちんと認め、ほめることができ、熱い思いを持っ
て叱ることができ、そして愛情（共感）を注ぐことが
できる人である、と考えます。

　最後に、次の相田みつをさんの詩（表17）をお示し
して、私の話を閉じたいと思います。

　表17
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■お問合せ・お申込み■

名古屋市西部地域療育センター

西部地域療育センター連続講座のご案内平成22年度 西部地域療育センター連続講座のご案内平成22年度

第2回　　講演会

南部地域療育センターそよ風所長　　堀江　重信氏（小児科医）

　「遊び・童謡・発達」

平成22年11月26日（金）PM3：30～5：00

西部地域療育センター1階　多目的ホール

保育園、幼稚園、小学校、療育施設、関係機関の職員のかた

講 師

日 時

会　場

対　象

講師からのコメント

テーマは「遊び・童謡・発達」

遊び及び童謡の歌詞が子どもの発達とともにどのように変わっていくか、また逆に遊びと

童謡の歌詞を通して子どもの発達がわかるようにお話ししたいと思います。

西部地域療育センター連続講座のご案内平成22年度

名古屋市西部地域療育センターだより　第 23 号
発　行　日　2010 年 10 月
編集・発行　名古屋市西部地域療育センター
　　　　　　〒 454-0828　名古屋市中川区小本一丁目 20-48
　　　　　　Tel.（052）361-9555　Fax.（052）361-9560 この機関紙は再生紙を使用しています。
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